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となり，中心差分による f ��z�の式と一致する。
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となる。よってオイラー法の大域離散化誤差は hのオーダー，ホイン法の大域離散化誤差は h�のオー

ダーである。

問題 �

��� �回の連立一次方程式を解くのに必要な演算量は，行列の消去演算（上三角行列への変形）と前進消
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��� 半帯幅 bの帯行列の場合，ガウス消去法の各ステップで消去を行う領域は b� bの大きさとなるので，

ステップあたりの演算量は乗算・減算あわせて �b�である。したがって，行列の消去演算の演算量は

�b�nとなる。一方，前進消去・後退代入においても，消去・代入すべき項の数が b個となるので，各

ステップの演算量はそれぞれ �bとなる。また，前進消去・後退代入 �回あたりの演算量は，それぞ
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��� 係数行列Bが jによらないことより，上三角行列への変形は最初の �回だけ行い，前進消去・後退代

入のみを m回行えばよい。小問 ���の方法に対してさらにこの演算量削減法を適用すると，総演算

量は
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�	� N � ���，m � ����のとき，小問 ���，���，���の計算方法による演算量は，
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となる。したがって，�つの工夫をすることにより，何も工夫しない場合に比べて演算量を ��万分の

�に削減できることがわかる。
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